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第

回 

 

よ
ぎ
る
２
年
前
の
「
エ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
ク
」 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
１
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

年
末
年
始
、
全
国
各
地
で
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
相
次
い
で
発
生
し
た
。
卵

を
産
む
鶏
の
飼
育
羽
数
が
全
国
的
に
減

る
中
、
こ
の
ま
ま
感
染
拡
大
が
続
け
ば
、

鳥
イ
ン
フ
ル
の
大
流
行
で
卵
不
足
に
陥

っ
た
２
年
前
の
「
エ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
ク
」

の
再
来
に
な
り
か
ね
ず
、
関
係
者
に
は

不
安
や
危
機
感
が
広
が
っ
て
い
る
。 

 

年
明
け
早
々
の
１
月
２
日
、
愛
知
県

常
滑
市
の
養
鶏
場
で
、
県
内
で
今
季
初

と
な
る
鳥
イ
ン
フ
ル
が
確
認
さ
れ
た
。

愛
知
県
で
の
鳥
イ
ン
フ
ル
確
認
は
約
２

年
ぶ
り
。
そ
の
後
も
近
隣
農
場
で
発
生

が
続
き
、

日
に
計
六
つ
の
市
内
養
鶏

場
で
感
染
が
判
明
し
た
。
い
ず
れ
も
、

卵
を
産
む
「
採
卵
鶏
」
の
養
鶏
場
だ
。 

 

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
県
内
に
は

採
卵
鶏
の
養
鶏
農
家
が
全
国
で
断
ト
ツ

１
位
の
１
０
９
戸
あ
り
、
ヒ
ナ
を
除
い

た
飼
育
羽
数
約
６
６
１
８
万
羽
は
全
国

５
位
（
い
ず
れ
も
２
０
２
４
年
調
べ
）
。

こ
の
う
ち
常
滑
市
は
県
内
ト
ッ
プ
の
産

地
と
し
て
知
ら
れ
る
。 

 

「
愛
知
県
内
で
は
先
月
、
予
防
的
に

鶏
舎
や
ゲ
ー
ジ
な
ど
の
消
毒
を
し
た
ば

か
り
。
こ
れ
以
上
の
広
が
り
は
何
と
か

食
い
止
め
た
い
」
。
農
畜
産
物
の
販
売

を
担
う
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連
の
担
当
者

は
、
危
機
感
を
あ
わ
ら
に
す
る
。 

 

殺
処
分
や
防
疫
措
置
を
終
え
、
移
動

制
限
が
解
除
さ
れ
て
も
、
新
た
に
ヒ
ナ

か
ら
育
て
、
経
営
再
開
で
き
る
ま
で
１

年
は
か
か
る
。
県
内
の
あ
る
業
者
は
「
必

要
以
上
に
警
戒
し
て
や
っ
て
い
く
し
か

な
い
」
と
言
葉
少
な
に
語
る
。 

 

農
水
省
に
よ
る
と
、
今
季
の
養
鶏
場

で
の
初
確
認
は
、
過
去
最
も
早
い

年

月

日
。
発
生
ペ
ー
ス
は
一
旦
は
落
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ち
着
い
た
も
の
の
、
年
末
か
ら
年
明
け

に
か
け
て
愛
知
の
ほ
か
、
茨
城
、
岩
手
、

鹿
児
島
の
養
鶏
場
で
発
生
が
相
次
い
で

い
る
。 

 

省
内
で
は
１
月
７
日
、
対
策
会
議
が

開
か
れ
、
江
藤
拓
農
相
は
「
（
関
係
者

の
）
懸
命
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
発

生
し
て
お
り
、
全
国
に
拡
散
す
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
「
ま
ん

延
拡
大
す
れ
ば
、
卵
や
鶏
肉
の
値
段
も

上
が
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
。 

 

日
（
午
後

時
）
現
在
の
発
生
件

数
は

都
道
府
県
で

件
。
同
省
動
物

衛
星
課
の
担
当
者
は
「
現
時
点
で
の
件

数
は
過
去
最
大
だ
っ
た

年
シ
ー
ズ
ン

よ
り
少
な
い
が
、
年
末
年
始
に
集
中
発

生
し
て
い
る
た
め
、
気
を
張
っ
て
や
っ

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
」
と
警
戒
す

る
。 「

鳥
イ
ン
フ
ル
の
影
響
で
相
場
が
急

上
昇
し
、
品
薄
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
…
…
」
。
名
古
屋
市
緑
区
の
ス
ー
パ

ー
「
ウ
オ
ダ
イ
プ
ラ
ス
」
で
卵
を
担
当

す
る
中
尾
宗
剛
さ
ん
の
頭
を
よ
ぎ
る
の

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
が
大
流
行
し
た

年

シ
ー
ズ
ン
後
に
訪
れ
た
「
エ
ッ
グ
シ
ョ

ッ
ク
」
だ
。 

 

当
時
は
供
給
量
が
減
少
し
、
全
国
で

価
格
が
高
騰
。
卵
の
卸
売
価
格
の
指
標

と
な
る
「
Ｊ
Ａ
全
農
た
ま
ご
」
の
相
場

（
Ｍ
サ
イ
ズ
、
１
㌔
あ
た
り
）
は

年

春
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
、
福
岡
の

各
地
区
で
３
４
０
～
３
６
０
円
と
、
い

ず
れ
も
過
去
最
高
値
と
な
っ
た
。
今
年

は
９
日
ま
で
の
平
均
値
が
各
地
区
２
２

５
～
２
４
０
円
を
付
け
る
。 

 

養
鶏
産
業
に
詳
し
い
元
東
京
農
大
教

授
の
信
岡
誠
治
さ
ん
は
「
今
の
値
段
が

『
底
』
で
、
こ
れ
か
ら
徐
々
に
上
が
っ

て
く
る
」
と
み
る
。
背
景
に
は
鶏
の
数

の
減
少
だ
と
い
う
。 

 

「
多
く
の
養
鶏
農
家
は
赤
字
経
営
で

す
。
２
年
前
の
鳥
イ
ン
フ
ル
の
大
流
行

で
は
１
６
５
４
万
羽
（
採
卵
鶏
）
が
殺

処
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
赤
字
続
き
で
経

営
の
体
力
が
な
く
な
り
、
羽
数
を
回
復

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
に
入
っ
て
飼

料
代
が
さ
ら
に
上
が
っ
た
こ
と
も
影
響

し
ま
す
」 

 

鳥
イ
ン
フ
ル
の
拡
大
い
か
ん
に
か
か

わ
ら
ず
、
卵
の
値
段
は
今
後
も
上
が
る
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と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
感
染
が
さ
ら
に

広
が
っ
た
場
合
は
「
再
び
キ
ロ
あ
た
り

３
５
０
円
と
い
う
高
騰
の
リ
ス
ク
も
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。 

 

今
後
の
感
染
状
況
に
つ
い
て
、
信
岡

さ
ん
は
「
広
が
ら
な
い
よ
う
祈
る
の
み
」

と
い
う
。
「
主
要
な
感
染
ル
ー
ト
は
カ

ラ
ス
な
ど
の
野
鳥
が
し
た
フ
ン
で
す
。

そ
れ
が
乾
燥
し
て
ホ
コ
リ
と
な
っ
て
空

気
中
に
漂
い
、
鶏
舎
に
入
る
。
全
て
シ

ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
な
ど
不
可
能

で
、
感
染
を
防
げ
る
か
ど
う
か
は
運
で

す
」 

 

防
ぐ
手
立
て
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

信
岡
さ
ん
は
「
確
た
る
防
御
手
段
が
な

い
今
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
期

待
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
と
話
す
。 

 


